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組合未加入者をご紹介ください

仲間を増やそう仲間を増やそう

10月の組織人員

4,627人（ ）加 入
11人

　

各
支
部
で
組
合
員
訪
問

行
動
を
実
施
し
て
い
る
。

休
日
や
仕
事
終
わ
り
の
貴

重
な
時
間
を
活
用
し
、
支

部
役
員
や
支
部
に
よ
っ
て

は
女
性
部
が
中
心
と
な
り
、

組
合
員
宅
へ
足
を
運
ん
で

い
る
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
支

部
員
一
人
ひ
と
り
の
生
の

声
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
。

仕
事
の
現
状
や
困
っ
た
こ

と
が
な
い
か
聞
き
、
そ
の

問
題
に
寄
り
添
い
解
消
す

る
大
切
な
機
会
だ
。
資
材

高
騰
や
物
価
上
昇
で
生
活

不
安
が
続
く
今
だ
か
ら
こ

そ
、
直
接
顔
を
合
わ
せ
、

つ
な
が
り
を
確
認
し
合
う

訪
問
行
動
の
意
義
は
高
ま

っ
て
い
る
。

　

新
規
加
入
が
難
し
い
の

で
あ
れ
ば
、
組
合
の
脱
退

を
未
然
に
防
ぐ
の
も
重
要

だ
。
特
に
中
建
国
保
か
ら

移
行
し
た
75
歳
以
上
の
後

期
高
齢
者
に
対
し
て
は
、

組
合
に
残
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
健
友
会
の
活
動
や
支

部
行
事
へ
の
参
加
を
呼
び

か
け
る
な
ど
の
細
や
か
な

対
応
が
必
要
だ
。

　

ま
だ
実
施
し
て
い
な
い

支
部
が
あ
れ
ば
、
必
ず
こ

の
訪
問
行
動
に
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
。
こ
う
し
た
運

動
の
積
み
重
ね
が
組
織
の

維
持
や
拡
大
に
つ
な
が
る

は
ず
だ
。

山
王
四
丁
目

秋田市交渉 

賃
金
条
項
付
き
の

 

　
　
　
　
公
契
約
条
例
を
要
請

　

千
葉
組
合
長
は
、「
建

設
業
で
働
く
仲
間
の
処
遇

改
善
は
、
担
い
手
確
保
の

根
幹
で
あ
り
、
第
三
次
・

担
い
手
３
法
の
実
効
性
を

高
め
る
た
め
に
は
、
賃
金

下
限
額
を
設
定
し
た
賃
金

条
項
型
の
公
契
約
条
例
の

制
定
や
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
の
普
及
・
活
用
に
向

け
た
環
境
整
備
が
不
可
欠

と
な
っ
て
い
る
。
物
価
高

騰
・
建
材
価
格
の
高
騰
の

中
、
市
民
の
住
環
境
の
向

上
と
仲
間
の
仕
事
確
保
を

実
現
す
る
た
め
に
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
継

続
・
拡
充
を
求
め
る
」
と

訴
え
ま
し
た
。

　

沼
谷
市
長
は
「
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
は
今
年
度

す
で
に
予
算
に
達
し
て
し

ま
っ
た
が
継
続
を
予
定
」

「
公
契
約
基
本
条
例
に
労

働
報
酬
下
限
額
を
定
め
る

と
い
う
皆
さ
ん
の
要
望
は

検
討
さ
せ
て
欲
し
い
」「
今

後
も
現
場
従
事
者
の
実
態

把
握
や
処
遇
改
善
に
向
け

て
対
応
し
て
い
く
」
と
理

解
を
示
し
ま
し
た
。

沼谷市長へ要請書を手渡す

議案を審議する参加者

　

９
月
15
日
、
秋
田
市
交

渉
が
行
わ
れ
、
組
合
か
ら

千
葉
組
合
長
、
久
米
書
記

長
、
鈴
木
事
務
局
長
が
参

加
、
秋
田
市
か
ら
は
沼
谷

市
長
が
対
応
し
ま
し
た
。

①
賃
金
引
き
上
げ
と
適
正

な
契
約
単
価
の
確
保

②
元
下
取
引
の
適
正
化
と

標
準
労
務
費
の
確
保

③
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
の
普
及
・

環
境
整
備

④
賃
金
条
項
型
の
公
契
約

条
例
制
定

⑤
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
の
継
続
・
拡
充

に
つ
い
て
、
千
葉
組
合
長

か
ら
沼
谷
市
長
に
要
請
書

を
手
渡
し
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

建設業の魅力向上と
組織拡大へ

北東地協第67回定期大会

処
遇
改
善
は
担
い
手
確
保
の
根
幹

ま
し
た
。
各
道
県
か
ら
１

３
０
人
が
参
加
、
秋
田
建

労
か
ら
は
13
人
が
参
加
し
、

建
設
業
を
取
り
巻
く
情
勢

や
組
合
活
動
の
課
題
に
つ

い
て
報
告
と
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
議
長
に
山

形
県
連
の
関
雅
人
氏
、
北

海
道
連
の
福
井
博
氏
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
挨
拶
で
三
浦
武

徳
会
長
は
、
熊
本
地
震
や

各
地
の
豪
雨
災
害
に
触
れ
、

被
災
者
へ
の
お
見
舞
い
を

表
明
。
全
建
総
連
の
仲
間

と
し
て
、
物
心
両
面
か
ら

の
支
援
を
進
め
る
必
要
を

訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、
建

設
業
で
は
労
働
時
間
等
の

処
遇
改
善
の
遅
れ
、
新
規

入
職
者
の
減
少
、
高
齢
化

に
よ
る
組
合
員
の
減
少
な

ど
、
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
る
と
指
摘
。
賃
上
げ

や
後
継
者
不
足
な
ど
の
課

題
解
決
に
向
け
取
り
組
み

　

９
月
17
日
～
18
日
、
全

建
総
連
北
海
道
・
東
北
地

方
協
議
会
第
67
回
定
期
大

会
が
、
山
形
県
天
童
市
「
天

童
ホ
テ
ル
」
で
開
催
さ
れ

　

ま
た
、
開
会
中
の
議
会

で
は
、
中
東
情
勢
の
影
響

を
受
け
、
塗
料
等
の
仕
入

れ
価
格
高
騰
や
資
材
不
足

に
よ
る
工
期
延
期
で
資
金

繰
り
に
苦
慮
す
る
塗
装
業

者
に
対
し
て
の
支
援
を
検

討
し
て
い
る
こ
と
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

伝
え
、
新
た
な
つ
な
が
り

を
広
げ
る
取
り
組
み
の
徹

底
を
求
め
ま
し
た
。

　

第
66
期
経
過
報
告
、
決

算
報
告
、
会
計
監
査
報
告
、

第
67
期
事
業
計
画
（
案
）、

予
算
（
案
）
が
提
案
通
り

承
認
さ
れ
、
北
東
地
協
会

長
に
北
海
道
連
の
長
嶋
基

次
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
全
建
総
連
副
中
央

執
行
委
員
長
に
は
福
島
県

連
の
鈴
木
光
氏
を
北
東
地

協
と
し
て
推
薦
す
る
こ
と

が
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

分
科
会
は
４
つ
に
分
か

れ
、
①
建
設
国
保
の
予
算

確
保
・
議
員
要
請
実
施
報

告
と
労
働
安
全
対
策
の
取

り
組
み
②
賃
金
対
策
運
動

と
大
衆
増
税
反
対
・
イ
ン

ボ
イ
ス
対
応
等
③
後
継
者

育
成
に
つ
い
て
の
取
り
組

み
、
住
宅
デ
ー
取
り
組
み

報
告
④
組
織
拡
大
の
取
り

組
み
と
教
宣
活
動
に
つ
い

て
各
県
報
告
と
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

が
重
要
だ
と
訴
え
ま
し
た
。

　

北
東
地
協
選
出
の
鈴
木

光
副
中
央
執
行
委
員
長

（
全
建
総
連
福
島
）
は
、

熊
本
地
震
の
応
急
仮
設
木

造
住
宅
に
つ
い
て
、
９
月

７
日
現
在
で
２
９
５
棟
の

建
設
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
報
告
。
一
方
、
９
月
19

日
以
降
の
就
労
者
が
大
き

く
不
足
し
て
い
る
と
し
て
、

建
築
大
工
の
協
力
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

来
賓
挨
拶
で
は
、
全
建

総
連
竹
谷
英
幸
組
織
部
長

か
ら
、
秋
以
降
の
ハ
ガ
キ

行
動
や
地
元
国
会
議
員
へ

の
要
請
を
通
じ
て
国
保
組

合
の
補
助
水
準
の
確
保
・

拡
充
を
目
指
す
こ
と
や
、

各
省
庁
の
概
算
要
求
に
つ

い
て
、
建
設
現
場
の
安
全

対
策
、
石
綿
対
策
、
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
の
普
及
、
技
能
者
の

処
遇
改
善
、
人
材
育
成
な

ど
に
関
す
る
予
算
措
置
な

ど
が
紹
介
さ
れ
、
９
月
か

ら
始
ま
っ
た
秋
の
拡
大
月

間
で
は
、
支
部
・
組
合
単

位
で
の
組
合
訪
問
、
事
業

所
訪
問
を
重
点
に
、
仲
間

に
組
合
の
魅
力
や
情
報
を
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2026年10月１日から
建退共の退職金の

1.5％に ました！引き上がり
予定運用利回りが

１.中小企業退職金共済法に基づき5年ごとに退職金額等の見直しを行うこととされており、
　  見直しの結果、退職金の予定運用利回りが1.3％から1.5％に引き上がりました。
２.令和３年10月１日以降の掛金納付があり、かつ退職金請求事由が令和８年10月１日以降の
　  場合は、令和３年10月１日以降の掛金納付分についても1.5％の予定運用利回りが適用
　  されます。

３.掛金日額は変わりませんので、現在の共済証紙 (320円）を継続してご使用になれます。

４.退職金ポイントも変わりません。

　  

　

船
木
基
行
社
保
労
対
部

長
、
山
田
昇
部
員
、
後
藤

貴
事
務
局
員
の
他
、
秋
田

労
働
基
準
監
督
署
よ
り

佐
々
木
貴
規
専
門
官
、
労

働
基
準
関
係
団
体
連
合
会

よ
り
齋
藤
孝
一
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
同
行
し
４
件

の
現
場
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

各
現
場
で
は
足
場
の
設

置
状
態
や
建
物
内
部
の
安

全
確
保
状
態
等
を
確
認
し

シールを手渡す船木社保労対部長 （左）

支部活動の協力をお願い

ま
し
た
。
４
現
場
と
も
に

足
場
の
設
置
状
態
は
良
好

で
、
幅
木
・
中
さ
ん
・
手

す
り
・
転
落
防
止
ネ
ッ
ト

等
の
安
全
対
策
も
し
っ
か

り
と
講
じ
ら
れ
、
確
認
済

証
や
労
災
保
険
成
立
票
等

も
不
足
な
く
掲
示
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
一
方
、
内
部

で
は
開
口
部
の
転
落
防
止

措
置
の
不
備
や
丸
ノ
コ
の

安
全
カ
バ
ー
を
固
定
し
て

労
働
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

注
意
喚
起
シ
ー
ル
を
配
布

り
そ
う
な
人
を
紹
介
し
て

く
だ
さ
い
」
と
お
願
い
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
70
代
の
方
へ
は

後
期
高
齢
者
に
な
っ
て
市

町
村
国
保
へ
移
行
す
る
と
、

脱
退
者
が
増
え
る
傾
向
に

あ
る
の
で
継
続
加
入
を
お

願
い
し
ま
し
た
。
80
代
の

支
部
員
２
名
の
お
宅
も
訪

問
し
ま
し
た
。
初
め
に
、

組
合
に
加
入
し
続
け
て
い

た
だ
い
て
る
こ
と
へ
「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
感
謝
を
述
べ
、
体
調
は

ど
う
か
、
仕
事
は
し
て
い

る
の
か
な
ど
の
話
を
し
、

引
き
続
き
の
加
入
を
お
願

い
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
取
り
組
み
で
、

「
他
の
支
部
だ
け
ど
、
入

り
そ
う
な
人
が
い
る
」
と

い
う
話
や
「
仕
事
の
こ
と

で
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
っ

た
か
ら
、
会
え
て
良
か
っ

た
」
な
ど
の
話
が
あ
り
、

組
合
で
は
オ
ル
グ
活
動
が

大
切
だ
と
改
め
て
実
感
し

ま
し
た
。

　

「
10
月
か
11
月
に
行
う

予
定
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

に
是
非
参
加
し
て
く
だ
さ

い
、
無
理
で
あ
れ
ば
懇
親

会
だ
け
で
も
」
と
支
部
行

事
へ
の
参
加
も
合
わ
せ
て

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

９
月
13
日
に
牛
島
支
部

組
合
員
訪
問
を
行
い
ま
し

た
。
今
回
は
３
班
と
５
班

の
一
部
、
14
軒
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　

14
軒
中
、
10
軒
の
支
部

員
（
１
軒
は
家
族
の
人
）

と
話
が
で
き
ま
し
た
。
仕

事
の
話
や
困
っ
た
こ
と
が

な
い
か
世
間
話
を
し
た
後

に
「
牛
島
支
部
で
な
く
て

も
い
い
の
で
、
組
合
に
入

訪問行動の大切さを実感
牛島支部訪問行動

使
用
し
て
い
る
現
場
も
あ

り
、
専
門
官
よ
り
改
善
・

指
導
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
訪
問
し
た
現
場
の

職
人
た
ち
に
は
組
合
員
も

多
く
、
船
木
基
行
社
保
労

対
部
長
よ
り
各
種
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
と
「
脚
立
貼
付
け

用
注
意
喚
起
シ
ー
ル
」
を

配
布
し
、
安
全
対
策
の
呼

び
か
け
と
と
も
に
未
加
入

者
へ
の
組
合
紹
介
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
な
か
で
も

シ
ー
ル
は
好
評
で
「
し
っ

か
り
と
し
た
シ
ー
ル
で
注

意
喚
起
に
は
と
て
も
良
い
。

組
合
名
と
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も

載
っ
て
い
る
の
で
現
場
内

で
宣
伝
し
て
お
く
よ
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
後
は
組
合

会
館
に
て
総
評
を
行
い
、

引
き
続
き
安
全
衛
生
対
策

の
向
上
に
向
け
た
現
場
パ

ト
ロ
ー
ル
の
継
続
を
確
認

し
ま
し
た
。

※
10
／
７
大
仙
市
大
曲
で

５
現
場
、
10
／
８
能
代
市

で
５
現
場
の
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

建
設
業
で
の
労
働
災
害
発
生
状
況
に
お
け
る
死
亡
者
数
は
、

全
産
業
中
最
も
高
い
割
合
と
な
っ
て
お
り
、
災
害
発
生
状
況
と

し
て
は
「
墜
落
・
転
落
」
の
事
故
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
社
保
労
対
部
で
は
安
全
衛
生
対
策
の

向
上
及
び
墜
落
・
転
落
災
害
ゼ
ロ
を
目
指
す
取
り
組
み
と
し
て
、

10
月
８
日
に
秋
田
市
内
に
て
労
働
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

ま
し
た
。

SNSで秋田建労の情報を
発信しています!!

X（旧 Twitter）・Instagram・Threads・TikTok の
アプリ、アカウントをお持ちの方は

X（旧 Twitter）

@akitakenro_p を検索＆フォローお願いします！

Instagram Threads TikTok

令和８年４月以降、まだ受診していない方を対象に健診を実施します。受診費用は無料です。

開 催 日 受付時間 出 張 所（地区） 会　　場

全日本労働福祉協会

11月28日 8:00～11:30 13:00～15:00 秋田市・男鹿南秋地区もれ健 組合会館

11月29日 8:00～11:30 13:00～14:00 秋田市・男鹿南秋地区もれ健 組合会館

※秋田市・男鹿南秋地区で受診していない方には、事前に医療機関から案内が送付されます
ので申し込んでください。それ以外の地区で、受診希望の方は、組合に連絡してください。

秋田県総合保健事業団

11月25日 13:00～15:00 モレ健※午後のみ 15人の定員 中央健診センター

11月26日 13:00～15:00 モレ健※午後のみ 15人の定員 中央健診センター

※申込は、秋田県総合保健事業団　中央健診センター
　秋田市川尻町字大川反233-186　TEL.018-823-1520 へ直接お電話して下さい。

中建国保に加入のみなさまへ
未受診者対象健康診断のお知らせ
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10
月
４
日
、
青
年
部
レ

ク
レ
ー
シ
ョ
ン
が
始
ま
る

前
に
秋
田
東
支
部
の
青
年

部
員
訪
問
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
青
年
部
員
宅
を
訪

れ
る
の
は
昨
年
に
続
き
２

度
目
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
日
は
佐
々
木
耀
介

青
年
部
長
、
佐
藤
大
河
幹

事(

秋
田
東)

、
加
藤
弘

晃
幹
事(

仁
井
田)

、
澤

田
寛
太
さ
ん(

築
山)

の

４
名
が
参
加
し
、
組
合
の

宣
伝
チ
ラ
シ
を
持
ち
な
が

ら
10
世
帯
を
訪
問
し
ま
し

た
。

　

今
回
は
青
年
部
員
が
在

宅
し
て
い
た
お
宅
が
２
件

あ
り
、
チ
ラ
シ
を
手
渡
し

仕
事
環
境
や
日
常
生
活
に

関
す
る
話
題
で
会
話
を
広

げ
な
が
ら
支
部
行
事
や
青

年
部
活
動
へ
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
し
た
。
ま
た
、

現
場
内
で
未
加
入
者
を
見

か
け
た
ら
声
を
か
け
て
い

た
だ
く
よ
う
依
頼
し
ま
し

た
。
そ
の
他
に
も
家
族
が

対
応
し
て
く
れ
た
お
宅
も

あ
り
ま
し
た
。

　

 

【
千
秋
支
部

　
　
　
　

駒
根　

ヒ
ロ
子
】

　

９
月
12
日
に
16
名
の
参

加
で
千
秋
公
園
に
建
つ
、

 佐竹資料館で
　　 歴史を学ぶ

楽しくストレッチと
ウォーキング

青年部・女性部への
参加呼びかける

組合宣伝チラシを手に訪問

興味津々の歴女？

焼肉で懇親会

しごきは、これからです

御
の
し
ご
き
と
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
怪
我
の
無
い
よ
う

に
楽
し
ん
で
下
さ
い
」
と

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

姉
御
こ
と
畑
澤
敦
子
さ

ん
を
講
師
に
、
ス
ト
レ
ッ

　

10
月
４
日
、
秋
田
市
健

康
体
力
づ
く
り
教
室
が
、

秋
田
卸
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、
組
合
員
と
そ
の
家

族
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

千
葉
直
樹
支
部
長
か
ら

「
ク
マ
が
今
年
も
多
く
出

て
い
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

が
難
し
い
の
で
会
場
を
変

更
し
ま
し
た
。
今
日
も
姉

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
佐
竹

史
料
館
の
見
学
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
今
回
は
企
画

展
も
開
催
し
て
お
り
、
常

青年部レクレーション

秋田市健康体力づくり教室

設
展
と
両
方
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

常
設
展
で
は
案
内
人
の

詳
し
い
説
明
を
聞
き
な
が

ら
、
秋
田
藩
主
佐
竹
氏
の

歴
史
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ

ピ
ン
グ
を
使
用
し
た
地
図

を
使
っ
て
、
久
保
田
城
築

城
か
ら
現
在
ま
で
の
街
並

み
を
時
代
の
流
れ
に
沿
っ

て
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

を
使
っ
て
旧
黒
澤
家
住
宅

や
、
街
道
の
風
景
を
検
索

し
た
り
し
ま
し
た
。

　

企
画
展
の
展
示
物
で
は
、

  
10
世
帯
を
訪
問

　
　
　
　
　 

青
年
部
員
宅
訪
問
活
動

　

今
回
の
訪
問
活
動
に

つ
い
て
は
、
北
海
道
・

東
北
地
方
青
年
部
協
議

会
や
全
建
総
連
全
国
青

年
部
協
議
会
の
各
会
議

の
場
で
も
報
告
す
る
予

定
で
す
。
県
外
の
青
年

部
に
後
れ
を
取
ら
な
い

よ
う
、
今
後
も
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

刀
の
鍔つ

ば

の
蕨
デ
ザ
イ
ン
や

髢
（
か
も
じ
）
を
入
れ
る

金
蒔ま

き

え絵
の
髢
箱
の
豪
華
さ
、

佐
竹
氏
の
毛
虫
を
モ
チ
ー

フ
に
し
て
い
る
甲
冑
の
前

立
て
に
、
皆
さ
ん
釘
付
け

で
し
た
。

　

地
元
に
い
な
が
ら
初
め

て
史
料
館
を
見
学
し
、
歴

史
に
興
味
の
な
い
私
の
視

覚
野
に
少
し
は
残
っ
て
い

ま
す
。

　

次
回
の
企
画
に
も
ぜ
ひ

参
加
し
学
習
し
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
女
性
部
の

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

の
室
内
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

施
設
、「
ス
ポ
ッ
チ
ャ
」

で
多
く
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

球
技
を
楽
し
め
る
フ
ロ

ア
で
は
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、

サ
ッ
カ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

ゴ
ル
フ
な
ど
を
親
子
で
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

施
設
内
の
ゲ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
コ
ー
ナ
ー
に
あ
る
ゲ

ー
ム
は
全
て
フ
リ
ー
プ
レ

イ
が
可
能
な
の
で
、
こ
の

エ
リ
ア
も
人
気
で
し
た
。

　

ま
た
、
大
型
の
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
に
子
供
た
ち
が
集

ま
る
と
鬼
ご
っ
こ
が
始
ま

り
、
大
き
な
声
を
あ
げ
な

が
ら
走
り
回
っ
て
汗
を
流

し
て
い
ま
し
た
。
楽
し
そ

う
な
様
子
を
見
て
途
中
か

ら
混
ざ
ろ
う
と
し
た
子
に

も
、「
名
前
な
ん
て
い
う

の
？
」「
何
年
生
？
」
と

一
言
二
言
言
葉
を
交
わ
し

た
だ
け
で
、
あ
っ
と
い
う

　

10
月
４
日
、
ラ
ウ
ン
ド

ワ
ン
秋
田
店
に
て
青
年
部

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催

し
ま
し
た
。
青
年
部
員
11

名
、
家
族
30
名(

大
人
８

名
、
子
供
22
名)

、
事
務

局
１
名
の
合
計
42
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
今
年
は
２

組
７
名
の
ご
家
族
が
初
参

加
で
し
た
。

　

前
年
と
は
趣
向
を
変
え
、

今
回
は
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ン
内

スポッチャで楽しむスポッチャで楽しむ

チ
や
運
動

を
行
な
い

ま
し
た
。

し
ご
き
と

は
い
え
、

ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り

で
沢
山
の

笑
い
声
が

会
場
に
広

が
り
ま
す
。

ま
た
、
身

体
が
硬
い

人
か
ら
は
、

間
に
仲
良
さ

げ
に
遊
ん
で

い
ま
し
た
。

　

遊
び
続
け

て
少
し
疲
れ

た
ら
、
フ
ー

ド
コ
ー
ト
で

お
父
さ
ん
や

お
母
さ
ん
と

軽
食
を
つ
ま

み
な
が
ら
小

休
憩
す
る
と

す
ぐ
さ
ま
体

力
が
回
復
し
、

再
び
走
り
出

し
遊
び
に
行

う
め
き
声
が
漏
れ
て
い
ま

し
た
。

　

一
時
間
程
の
運
動
で
身

体
が
あ
っ
た
ま
っ
た
と
こ

ろ
で
、
卸
団
地
内
を
ぐ
る

っ
と
一
周
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

し
ま
し
た
。
天
気
も
気
温

も
気
持
ち
良
い
秋
晴
れ
で
、

30
分
ほ
ど
か
け
て
歩
き
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
骨

粗
し
ょ
う
症
の
予
防
と
な

る
運
動
な
ど
、
家
で
も
続

け
た
い
」「
参
加
し
て
良

か
っ
た
」
な
ど
、
好
評
で

し
た
。

　

終
了
後
は
、
お
弁
当
と

参
加
賞
、
こ
ま
ち
温
泉
の

入
浴
券
が
配
ら
れ
解
散
し

ま
し
た
。

く
子
だ
ら
け
で
し
た
。
大

人
は
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

コ
ー
ナ
ー
で
も
う
ち
ょ
っ

と
休
憩
。

　

２
時
間
半
ほ
ど
各
種
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し
み
、

そ
の
後
懇
親
会
を
開
き
ま

し
た
。
家
族
ご
と
に
テ
ー

　

 

【
秋
田
山
王
支
部

　
　
　
　
　

鈴
木　

幸
子
】

　

９
月
27
日
、
支
部
員
２

名
、
女
性
部
か
ら
２
名
が

参
加
し
、
４
人
で
支
部
員

宅
の
訪
問
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　

女
性
部
の
参
加
は
初
め

て
で
、
女
性
部
の
活
動
へ

の
参
加
を
呼
び
掛
け
ま
し

た
。

　

今
回
は
45
歳
以
下
の
若

ブ
ル
分
け
を
し
て
食
事
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
時
間

が
進
む
と
子
供
た
ち
は
持

ち
寄
っ
た
ゲ
ー
ム
で
一
緒

に
遊
び
始
め
、
ま
た
ま
た

に
ぎ
や
か
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
来
年
も
ぜ
ひ
ご
家

族
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

い
組
合
員
17
名
を
対
象
に

訪
問
し
ま
し
た
が
、
留
守

だ
っ
た
り
、
仕
事
だ
っ
た

り
、
子
供
の
行
事
等
で
、

家
族
と
は
会
え
ま
し
た
が
、

本
人
と
話
せ
た
の
は
わ
ず

か
４
名
で
し
た
。

　

20
代
の
若
い
組
合
員
に

一
度
も
組
合
機
関
紙
を
読

ん
だ
こ
と
が
無
い
と
言
わ

れ
て
悲
し
く
な
り
ま
し
た
。

青
年
部
が
あ
る
こ
と
、
い

ろ
い
ろ
な
行
事
が
あ
る
こ

と
を
伝
え
ま
し
た
。
ま
ず

は
11
月
の
支
部
家
族
慰
安

会
へ
の
参
加
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
そ
し
て
組
合
は

楽
し
い
、
お
も
し
ろ
い
と

思
っ
て
も
ら
え
た
ら
、
次

の
一
歩
（
紹
介
等
）
に
繋

が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て

訪
問
、
呼
び
か
け
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

女性部施設見学会

若者に魅力ある建設業へ

組織拡大運動秋田山王支部
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佐々木澄子さん（本部直轄）　　小玉美智子さん（五城目）
安田　良人さん（男　鹿）　　門脇　　孝さん（上北手）
二木　順子さん（大仙・美郷）　　　　　　応募総数10名

● 前回の当選者

　

今
月
は
三
陸
方
面
に
一

泊
旅
行
に
行
き
ま
す
。
あ

ち
こ
ち
の
道
の
駅
や
、
お

い
し
い
物
が
食
べ
ら
れ
る

の
で
楽
し
み
で
す
。

�

（
大
工　

63
歳)

　

１
年
ぶ
り
に
水
泳
大
会

に
出
ま
し
た
。
昨
年
よ
り

も
タ
イ
ム
を
１
秒
縮
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来

年
は
更
に
タ
イ
ム
を
縮
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

こ
の
１
年
練
習
を
頑
張
り

ま
す
。

�

（
配
管
工　

46
歳)

　

昨
日
新
米
の
あ
き
た
こ

ま
ち
を
頂
き
ま
し
た
。
や

は
り
新
米
は
美
味
し
い
。

お
か
ず
い
ら
ず
。
日
本
人

で
良
か
っ
た
と
し
み
じ
み

幸
せ
を
感
じ
ま
す
。

�

（
主
婦　

72
歳)

　

今
年
は
家
庭
菜
園
を
楽

し
み
ま
し
た
。
初
心
者
で

も
簡
単
に
育
て
ら
れ
る
オ

ク
ラ
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

朝
の
食
卓
に
上
が
る
の
が

な
ん
と
な
く
う
れ
し
く
、

ま
た
来
年
も
続
け
よ
う
と

心
に
決
め
て
い
ま
す
。

�

（
建
築
管
理　

55
歳)

　

実
り
の
秋
、
食
欲
の
秋
、

行
楽
の
秋
、
出
か
け
て
は

移
り
行
く
景
色
を
楽
し
ん

だ
り
、
秋
の
味
覚
、
久
々

の
サ
ン
マ
や
栗
ご
は
ん
他
、

秋
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。

又
、
体
を
動
か
し
て
秋
を

楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
主
婦　

71
歳)

　解答をハガキかファックスまたはＳＮＳにて、住所・氏名・年齢・電話・職種・支部名と100字
以内の近況もしくはコメントを添えて、組合教宣部宛へお送り下さい。抽選で５名の方に記念品を進
呈致します。FAX 018-865-2292 締め切りは、11月10日まで

秋 田 建 労 パ ズ ル
　たて・よこのカギをヒントにマス目を
埋め、Ａ～Ｅの順に並べて下さい。読む
と言葉になります。 読

近者

況
の

解 答
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

前回の解答は

米

過
ご
し
て
い
る
と
、
時
間

は
な
お
さ
ら
短
く
感
じ
ら

れ
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

日
々
の
暮
ら
し
に
小
さ
な

変
化
や
新
し
い
行
動
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、
毎
日
を

大
切
に
過
ご
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
二

カ
月
を
切
り
、
一
年
の
早

さ
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

　

毎
日
同
じ
流
れ
の
中
で

編
集
後
記

編
集
後
記

エ
Ａ

キ
Ｂ

シ
Ｃ

ョ
Ｄ

ウ
Ｅ

11 22 33 44 55

66 77

88 99 1010

ＡＡ ＣＣ

1111 1212 1313

ＤＤ ＥＥ

1414 1515 1616

1717 1818

1919 2020

2121 2222

ＢＢ

よこのかぎ
１．�ミーンミン、ツクツクホーシ！
２．�目覚まし時計がチリリーン、さあ起
きるか

３．�パシン！とたたきつけて相手のをひっ
くり返す昔のオモチャ

４．�入る前にはドアをコンコンとノック
して

５．�パラパラとめくって、言葉の意味を
調べます

７．�電車が遅れて乗客たちはイライラ
９．�開演のときに「ブーッ！」と鳴る
10．�板の表面をシャーッと薄く削る工具
11．今年の汚れは今年のうちに
13．�スヤスヤと立てて快眠
14．�ピッポッパと押して電話をかける
16．�キラキラ輝くジュエリー。それを見る

女性の目もキラキラ
18．�中学校にガヤガヤと通う子どもたち
20．�ザーザー降ったり、シトシト降った

り

１．�恥ずかしくて顔が真っ赤に
４．�呼ばれたら「ハイッ！」と元気にし
てね

６．�カタカタと布を縫う機械
７．�急須からコポコポと注ぎます
８．�ピッコロやフルートなど。リコーダー
はコレではありません

10．�カーンと蹴って隠れる遊びも
11．�エッヘン！ワシはキングなんじゃぞ
12．ガッカリしちゃう
14．�高跳びでヒョイっと跳び越えます
15．�実るほど頭をペコリ？
17．�最近サッパリ付き合いがなくなっ

ちゃったなぁ
18．�ゴホゴホ、風邪かなぁ
19．�要人にピッタリと寄り添って守りま

す
20．暑いときにダラダラとかく
21．午前７時ちょうどをお知らせします
22．�胸がドキドキ、これって恋かしら？

たてのかぎ

　

 

【
中
央
支
部

　
　
　
　
　
　
　

Ｋ
・
Ｈ
】

　

洋
画
フ
ァ
ン
の
方
な
ら

御
存
知
と
思
わ
れ
る
。
ル

イ
・
マ
ル
監
督
の
１
９
５

８
年
公
開
の
フ
ラ
ン
ス
映

画
の
題
名
だ
。
モ
ー
リ
ス
・

ロ
ネ
、
ジ
ャ
ン
ヌ
・
モ
ロ

ー
が
共
演
し
た
70
年
も
前

の
映
画
だ
が
、
私
が
ジ
ャ

ズ
を
好
き
に
な
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
映
画
で
あ
り

曲
で
も
あ
る
。

　

21
歳
の
時
、
日
本
グ
ラ

モ
フ
ォ
ン
（
レ
コ
ー
ド
会

社
）
の
ジ
ャ
ズ
ク
ラ
ブ
機

関
紙
に
投
稿
し
た
時
の
記

事
が
見
つ
か
り
、
懐
か
し

さ
が
込
み
上
げ
た
。
そ
の

時
の
見
出
し
も
「
死
刑
台

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」
だ
っ

た
が
、
映
画
の
内
容
そ
の

も
の
よ
り
話
題
に
な
っ
た

の
が
、
映
画
で
使
用
さ
れ

た
音
楽
で
「
シ
ネ
ジ
ャ
ズ
」

の
走
り
と
な
っ
た
。

　

あ
ら
ゆ
る
シ
ー
ン
に
ジ

ャ
ズ
が
流
れ
る
。
音
楽
を

担
当
し
た
の
が
ア
メ
リ
カ

の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏
者
ジ

ャ
ズ
界
の
帝
王
「
マ
イ
ル

ス
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
」
で
、

当
時
、
フ
ラ
ン
ス
に
滞
在

し
て
い
た
彼
に
、
白
羽
の

矢
が
立
っ
た
の
だ
っ
た
。

サ
イ
ド
メ
ン
は
当
然
現
地

調
達
と
な
り
、
マ
イ
ル
ス

は
、
ス
ク
リ
ー
ン
の
画
面

を
見
な
が
ら
す
べ
て
ア
ド

リ
ブ
で
演
奏
し
た
の
だ
。

　

テ
ー
マ
曲
か
ら
始
ま
り
、

計
10
曲
が
ス
ク
リ
ー
ン
に

流
れ
る
。
な
ぜ
か
フ
ラ
ン

ス
映
画
に
は
ジ
ャ
ズ
が
良

く
合
う
し
、
暗
め
の
描
写

が
哀
愁
漂
う
、
い
い
雰
囲

気
だ
。
Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
は

持
っ
て
い
て
、
愛
聴
盤
の

１
枚
で
も
あ
る
。
機
会
が

あ
っ
た
ら
皆
様
に
も
拝
聴

を
お
勧
め
し
た
い
。

　

 

【
二
ツ
井
支
部

　
　
　
　
　

相
澤　

芳
光
】

　

高
岩
山
は
天
安
年
間

（
８
５
７
～
８
５
９
）
に
、

慈
覚
大
師
が
開
基
と
な
る

霊
場
で
、
荷
上
場
本
郷
の

北
東
一
里
程
に
在
る
。

　

中
腹
に
天
台
宗
密
乗
寺

が
あ
り
、
鎌
倉
時
代
末
期

か
ら
多
く
の
修
験
僧
が
修

行
し
、
真
言
坊
舎
四
十
八

寺
在
り
と
言
わ
れ
た
。

　

寺
に
は
僧
兵
が
多
く
な

り
、
本
郷
の
館
平
城
と
対

立
す
る
。「
仲
直
り
の
た

め
も
て
な
し
た
い
」
と
の

寺
院
側
の
招
き
を
受
け
、

城
主
額
田
将
監
は
懐
剣
を

忍
ば
せ
て
向
か
っ
た
。
し

か
し
、
薬
師
寺
で
入
浴

中
、
窓
か
ら
槍
で
突
か
れ

て
殺
害
さ
れ
る
。
異
変
を

知
っ
た
城
兵
達
は
寺
院
を

急
襲
し
、
寺
は
炎
上
、
僧

兵
は
逃
走
し
た
。
城
主
を

失
っ
た
館
平
城
は
間
も
な

く
、
桧
山
安
東
氏
に
攻
め

ら
れ
落
城
。
天
正
10
年

（
１
５
８
２
）
の
こ
と
で

あ
る
。
額
田
氏
の
菩
提
所

と
な
っ
た
密
乗
寺
も
、
廃

寺
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
れ
を
憂
え
た
秋
田
補

陀
寺
十
一
世
天
室
蒼
龍
、

慶
長
年
間
（
１
５
９
６
～

１
６
１
５
）
の
初
め
、
高

岩
山
梅
林
寺
と
し
て
復

興
開
山
し
、
曹
洞
宗
に

改
宗
し
た
。
元
禄
12
年

（
１
６
９
９
）
荷
上
場
本

郷
町
尻
に
移
転
す
る
。

　

江
戸
時
代
後
期
の
国

学
者
、
人
見

蕉
し
ょ
う

雨う

斎さ

いが

書
い
た
「
黒こ

く
て
ん
さ
ん

甜
瑣
語ご

」

に
よ
る
と
、
延
享
年
間

（
１
７
４
４
～
１
７
４
８
）

境
内
で
井
戸
を
掘
削
中
、

棺
が
出
て
き
た
。
三
重
に

密
閉
さ
れ
漆
で
塗
り
込

め
ら
れ
た
棺
を
開
け
る

と
、
絹
布
に
包
ま
れ
た
美

少
年
が
眠
る
が
如
く
端
座

し
、
膝
元
に
は
無
銘
の
短

刀
が
あ
っ
た
。
外
気
に
触

れ
て
間
も
な
く
、
体
は
風

化
し
て
崩
れ
て
し
ま
っ

た
。
棺
の
ふ
た
の
裏
に
は

「
羽
州
扇
田
住
浅
利
勘
兵

衛
則
章
十
八
于
時
応
仁
戊

子
一
四
六
八
年
九
月
二
十

日
」
と
記
さ
れ
て
た
。
今

は
こ
れ
ら
の
遺
品
は
残
っ

て
い
な
い
。

　

物
的
証
拠
が
無
い
。
浅

利
則
頼
以
下
の
浅
利
三
代

の
系
譜
に
則
章
の
名
前
は

無
い
。
比
内
か
ら
遠
く
離

れ
た
荷
上
場
に
な
ぜ
埋
葬

し
た
か
。
釈
然
と
し
な
い

い
思
い
が
あ
り
、
再
調
査

し
て
み
た
。

　

北
秋
田
市
の
郷
土
史
の

本
、「
小
遠
部
物
語
２
」

で
則
章
の
名
前
を
見
つ
け

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
浅

利
氏
の
比
内
入
り
は
二

次
に
わ
た
る
。
一
次
は

１
１
８
９
年
、
頼
朝
の
奥

州
征
伐
に
従
軍
し
た
浅
利

高岩山梅林寺の
境内からミイラ

が出た話

死
刑
台
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

支
配
が
鹿
角
郡
を
越
え
て

比
内
に
及
ん
で
い
た
。
そ

う
で
あ
れ
ば
、
則
章
の
棺

が
荷
上
場
に
葬
ら
れ
た
訳

も
分
か
る
気
が
す
る
。
墓

を
暴
か
れ
る
な
ど
の
心
配

の
無
い
所
で
、
静
か
に
眠

ら
せ
た
い
と
考
え
た
の
だ

ろ
う
。

※
こ
の
文
章
に
対
す
る

異
議
、
意
見
な
ど
が
有

り
ま
し
た
ら
左
記
ま

で
。
０
９
０-

２
２
７
８

-

６
７
８
９

義
遠
が
、
河
田
次
郎
の
後

に
贄
の
柵
を
任
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
明
利
又
に
移
っ

た
り
、
扇
田
に
移
っ
た
り
、

則
章
の
死
で
系
譜
は
途
絶

え
た
。
二
次
は
１
５
１
８

年
、
浅
利
則
頼
の
比
内
入

り
。
真
っ
先
に
や
っ
た
の

は
「
大
滝
の
戦
い
」
で
南

部
軍
を
追
い
払
っ
た
（
比

内
公
民
館
の
加
賀
館
長

談
）。

　

今
回
の
調
査
で
初
め
て

知
っ
た
の
だ
が
、
南
部
の

中建国保の加入者へ

インフルエンザの

予防接種に対する補助

　インフルエンザの流行シーズンに入っていま
す。予防と医療費負担の軽減のために補助をし
ています。

◆対 象 者：接種日に中建国保に加入しているすべての人
◆補 助 額：接種費用に関わらず接種１回につき
　　　　　　2,000円（年度内２回まで）
◆申請方法：中建国保の便利帳の申請書、中建国保のホー

ムぺージからダウンロード、または組合事務
所へご連絡ください。

教宣部より

記
事
募
集


記
事
募
集


記
事
募
集


趣
味
・
自
慢
話
な
ど

大
募
集

応
募
方
法
は
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
等
な
ん
で
も
Ｏ
Ｋ

支
部
・
お
名
前
・
住
所
・
電
話
番
号
を
忘
れ
ず
に

組
合
な
ん
で
も
相
談

組
合
な
ん
で
も
相
談

組
合
な
ん
で
も
相
談

　
　
　
　
組
合
で
は
、
顧
問
弁
護
士
に

　
　
　
よ
る
無
料
法
律
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　
ま
ず
は
組
合
の
各
事
務
所
へ
連
絡
を
い

た
だ
け
れ
ば
、
弁
護
士
の
相
談
日
程
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

顧問弁護士による
無料相談

顧問弁護士による
無料相談

令
和
９
年
版

全
建
総
連
手
帳

発
売
中
一
冊
４
１
０
円


